
学生の意見発表の後、薬大教員、病院薬剤

師、開局薬剤師らを交えたディスカッション

が行われた。この中で高橋幸一氏（武庫川女

子大教授）は「非常にモチベーションの高い

学生が多い印象を受けた。大学側、学生側と

もに６年間、その意識を持続させていく方策

を進めていくことが必要」と感想を述べた。

また、濱口常男氏（兵庫県病院薬剤師会常任

理事）からは、「実務実習を効率的に行うた

めには、大学や薬局との連携が必要不可欠な

ことも分かった」との意見が示された。

フロアの学生からは「実務実習では何をし

たかが重要ではなく、どういう心構えで取り

組んだかが重要だと考えている」との意見が

出さた。これに対し壇上の発表者からは「知

識の勉強は大学で修得するものだが、意識は

現場で患者や薬剤師と接することで高まる」

（京都薬大・西見牧里子さん）。「現場で初め

て患者を意識することができた。患者を意識

する実習にするためには高いモチベーション

が必要」（神戸学院大・奥貞佳奈子さん）。「国

試受験前と後では実習に対するモチベーショ

ンが違う。知識を修得した上でモチベーショ

ンを保つ姿勢が大事」（近畿大・高岡香保理

さん）。「実習では体験

できることが多ければ

感じることも多い。あ

る程度実習先で内容を充実したほうが学生の

ためになる」（武庫川女子大・野口久美子さ

ん）など、それぞれの考え方が示された。

さらに、学生側から「実務実習時に服薬指

導についても、積極的に取り組みたい」との

意見が示されたが、高橋氏は「実際に薬剤師

免許取得後でもすぐに服薬指導に従事するの

は難しい。法律上の問題もあり、大学側とし

ては慎重にならざるを得ない」と答えた。一

方、薬局薬剤師の立場で発言した須田千世氏

からは、「参加型実習として、患者さんの了

解を得た上で取り返しのつく範囲での服薬指

導であれば個人的には可能だと考えている」

とする柔軟な意見も出された。

オーガナイザーとして参加した日本薬剤師

会副会長の児玉孝氏からは「いずれにしても

法律の問題。実際の長期実務実習が始まるま

でに、きちっとした線引きを行うことが必要

になる」との見解が示された。

また、日本薬剤師会「実務実習に関する特

別委員会」委員長を務める瀧川秀樹氏からは、

参加学生の様々な意見を踏まえ「モデルコア

カリキュラムを全学生均一的に教えるのでは

なく、この学生には何が必要かということを

見極めて、重点的に教えていただきたいと思

う。自らが何を教えたかではなく、学生が何

をできるようになったかに注目して２・５カ

月の指導をお願いしたい」と述べ、実務実習

指導薬剤師に向け、学生の立場への配慮を求

めた。
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薬学生のためのサテライトシンポジウム「薬学生が考える薬剤師ル

ネサンス―長期実務実習への期待」が、神戸市内で開催された第40回

日本薬剤師会学術大会で開かれ、総勢10人におよぶ現役学生・院生が

長期実務実習への期待について発表した。特に４年制修士課程の長期

実習経験者からは、服薬指導を含め患者とのコミュニケーションが経

験できる場を求める意見が多く、知識よりも“現場ならではの経験”

に期待を寄せていた。中には実務実習の長期アドバンスコース設定の

提案もあった。一方、６年制第１期生からは社会、チーム医療の中で

の薬剤師の役割や魅力について示唆が得られるような内容に期待が寄

せられた。
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